
 

 

  
カメルーン代表を応援する中津江村の皆さま 

 

 

 

 

奈 
良市は2023年7月に市の英語スローガンを発表しました。奈良市は、市内の高校生をはじめ市長、市職員、ファシリテー

ターによって作成されたこのスローガンを、今後の世界から奈良へのリピーター獲得や、市民レベルでの奈良の魅力への理

解促進などにつなげたい考えです。 

奈良市公式Instagram「Old History, New Discovery. 」＜外部リンク＞ 

  

日本各地で国際的活動を行う皆様を支援するメールマガジン 

古都奈良で光る新発見を世界へ！ 

奈良市の新たな英語スローガン「Old History, New Discovery.」 

大分とカメルーン：W杯日韓大会から続く２０年来の友好関係 

ホームページや駅デジタルサイネージで、奈良市の美しい写真とともにハッシュタグ

「#oldnewnara」とInstagramの専用アカウントを案内 

21世紀の鹿児島の若者を英国へ－薩摩スチューデント派遣事業－ 

1 
9世紀中頃の薩英戦争で近代化の必要性を実感した薩摩藩は若者を英国に派遣し、留学生は日本の近代化に大いに貢献

しました。そして現在、鹿児島県は英国への留学生派遣を「薩摩スチューデント派遣事業」として再び立ち上げ実施していま

す。 
【21世紀の鹿児島の若者を英国へ－薩摩スチューデント派遣事業－】の詳細 

薩英戦争後、英国に留学した15人の留学生の

「若き薩摩の群像」 

令 
和5年8月3日、髙岡在カメルーン日本国大使が大分県を訪問し、佐藤知事、安達大分市長とそれぞれ面談しました。本

稿では2002年のFIFAワールドカップ日韓大会から続く、大分とカメルーンの交流についてご紹介します。 

グローカル通信１１月号 
外務省地方連携推進室 

 第1７７号 令和５年１１月１日 

 外務省地方連携推進室 

 運営ホームページ 

 グローカル外交ネット  
 をご覧下さい！！ 

カメルーン産のコーヒー豆を焙煎する様子 

市長記者会見での奈良市英語スローガン発表の様子 

現地で行われた友好協定署名式の模様（中央左：鹿児島県知事

（当時），中央右・カムデン区長（当時）） 

【大分とカメルーン：W杯日韓大会から続く２０年来の友好関係】の詳細 

カメルーン柔道連盟柔道場引渡式の様子

（令和２年度草の根文化無償資金協力） 

【古都奈良で光る新発見を世界へ！奈良市の新たな英語スローガン「Old History, New Discovery.」】の詳細 

UCL内にある薩摩藩英国留学生の石碑にて 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/index.html
https://www.instagram.com/oldnew_naracityjapan/?igshid=NTc4MTIwNjQ2YQ%3D%3D
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page24_002369.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_004488.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page24_002373.html
https://www.instagram.com/oldnew_naracityjapan/?igshid=NTc4MTIwNjQ2YQ%3D%3D


 

 

 

 

 

 

～梨がつなぐ松戸市と 

ドミニカ共和国コンスタンサ市との交流～ 

千葉県松戸市とドミニカ共和国コンスタンサ市との 

パートナーシップ協定調印式の様子 

Fuji Language School（南スーダン選手の滞在先）訪問 

令 
和5年7月24日、堤在南スーダン日本国大使と

クレン在京南スーダン大使が前橋市を訪問し、

山本前橋市長と面談しました。今回ご紹介する

のは、その南スーダンと前橋市の交流です。 

【最高の草の根交流：南スーダンと前橋市の交流】の詳細 

 (注)次回配信は2023年１２月１日の予定です。 

 グローカル通信に是非ご登録下さい。 

 登録はメールマガジン「グローカル通信」 より「メールアドレスの登録」 をクリック！ 

 ご意見やご質問は、gaimu-renkei@mofa.go.jpまでお願いいたします。 

最高の草の根交流：南スーダンと前橋市の交流 

山本・前橋市長との意見交換 

高 
木在ドミニカ共和国大使は松戸市とパートナーシップ

協定を結んでいるコンスタンサ市を訪問しました。松

戸の梨の栽培技術を伝えるプロジェクトが縁で、両市

の交流は活発に行われています。また、訪問中には日

本の文化を紹介するイベントにも出席しました。 

梨プロジェクト圃場とその周辺 

コンスタンサ収穫祭開会式 

（中央の主催者を挟み向かって左がクルス農業大臣、右が高木大使 

【～梨がつなぐ松戸市とドミニカ共和国コンスタンサ市との交流～】の詳細 

mailto:gaimu-renkei@mofa.go.jp
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_004474.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page24_002367.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/ms/lpc/page25_001870.html

